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We build a new scene
－新しい景色を創る－

株 主 の 皆 様 へ

代表取締役 社長執行役員

2024年度通期の事業環境と業績について
　当連結会計年度において当社グループが属する建設産業を取り巻く環境は、物価上昇の影響を受けながらも民間
設備投資は底堅く推移し、建築市場は縮小することなく一定の規模を維持しました。また、土木事業においては防
災・減災、国土強靭化政策が継続され、良好な事業環境にありました。
　このような事業環境において、当社の通期業績は、土木・建築ともに受注高、売上高、売上総利益いずれの項目
についても予算を上回る結果となりました。土木事業においては大規模更新・修繕工事を中心とした設計変更の確
実な獲得により、また建築事業においては収益性を重視した案件の選別受注と原価管理の徹底により、過去最高水
準の売上高、純利益を計上することができました。

中期経営計画2022（2022年度～2024年度）の振り返り
　中期経営計画2022では、「環境に配慮した事業活動を推進し、成長分野における収益力を強化するため、建設
DXの推進と多様な人財活用により生産性を進化させる」というテーマのもと、各種施策に取り組んでまいりました。
2023年には大成建設株式会社の連結子会社になるという大きな変化を経験しましたが、良好な事業環境を背景に、
業績面では計画値を上回る成果を得ることができました。
　土木事業では、成長分野に掲げる高速道路会社の大規模更新・修繕工事を、業界トップクラスのシェアを誇る
PC （※） 新設橋梁工事と同水準の事業規模にまで成長させることができました。また、建築事業では、課題である資材
価格や労務費高騰への対策が奏功し、収益性が改善して業績好転に大きく貢献することができました。
　働き方改革に関しては、現場支援体制の整備と従業員の意識改革が進んだ結果、時間外労働時間の大幅な低減に
つながりました。一方で、省人化・省力化技術の開発・実装については十分な成果には至っておらず、さらなる注
力が必要と考えております。また、建設業界全体の課題である人財確保やDX推進については、当社においてもス
ピード感をもって取り組むべき重要な課題と認識しております。

株主の皆様へのメッセージ
　中期経営計画2022の結果や当社を取り巻く経営環境、そして当社のありたい姿（長期経営ビジョン）を踏まえ、
「中期経営計画2025（2025年度～2027年度）」を策定いたしました。長期経営ビジョンとして「PC技術を中核と
した高度な技術力により、地球にやさしく安全で快適な社会の実現に貢献する」ことを掲げております。長期経営
ビジョンの実現に向けて、社員一人ひとりがいきいきと働き、能力を最大限に発揮できる環境を整え、様々なス
テークホルダーの皆様がピーエス・コンストラクションの未来を感じていただける事業活動を展開してまいります。
株主の皆様におかれましては、引き続きのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

※‌�PC（プレストレストコンクリート）については 
右記をご参照ください



中期経営計画2025 始動！

「PC技術を中核とした高度な技術力により、地球にやさしく安全で快適な社会の実現に貢献する」

ありたい姿（長期経営ビジョン）

中期経営計画2025

中計2022総評
財務数値は中計目標を大幅上振れも、
人財確保やDX推進への対応に課題あり

売上高　1,600億円
純利益　　　 75億円

バックキャスト
目標達成に向けて
今為すべき戦略を策定

ありたい姿
（長期経営ビジョン）

中期経営計画
2025

（2025年-2027年）

中期経営計画
2022

（2022年-2024年）

経営環境
マテリアリティ

ありたい姿（長期経営ビジョン）の達成に向けて

Phase3における「新たな価値の創出」に向け、DXロードマップを策定しました。
中期経営計画2025においては、「デジタル技術の積極的活用」による課題解決を目指します。

中計2025詳細については
下記よりご確認ください

2030年度 数値目標

売上高　1,500億円
純利益　　　 70億円

2027年度 数値目標

1. サステナビリティ経営の実践

2. 技術開発・DXの推進

4. 積極的な投資

3. グループシナジーの創出

5. 株主重視の財務政策

5つの
基本方針

•THE GREEN VISION2050 持続可能な未来の実現に向け、環境に対する取り組みを実施
•一人ひとりがいきいきと働き、能力を最大限に発揮できる職場環境を構築する

•プレストレストコンクリートを核に技術開発を推進
•業務プロセスのデジタル化を推進

•投資額を大幅増加
中計2022：100億円  ➡  中計2025：160億円

2025年4月より、DX推進室を新設しました。
建設プロセスのデジタライゼーションや自動化、デジタル人材の育成などを実施し、当社における人的資源の減少や技術伝承の
遅延といった経営課題に対して、DXによる課題解決を図ります。

•グループの連携を強化、
　グループ全体の更なる成長につなげる

•株主還元率を強化
ROE：10.0％以上 配当性向：60％以上
PBR：1.0倍以上 D/Eレシオ：0.5倍以下
自己資本比率：40～50％

【発展】

Phase3 -2040

【常態】

Phase2 2028-2030

【展開】
イノベーション

（新たな価値の創出）
デジタライゼーションの常態化

（デジタル技術の常態化・業務変革）
デジタル技術の積極的活用

Phase1 2025-2027

基本方針

DXロードマップ

•処遇改善・福利厚生の充実
•知名度向上（広告宣伝・採用活動強化）

•DX推進
•工場の近代化　　など

投資計画（抜粋）



完成工事のご紹介

東海環状自動車道
上保高架橋 （PC上部工） 工事（岐阜県）

プライフーズ株式会社ゴーデックスカンパニー
新社屋建替プロジェクト（神奈川県）

新名神高速道路
城陽第二高架橋西 （PC上部工） 工事（京都府）

生駒警察署新庁舎新築工事（奈良県）

中国自動車道 （特定更新等） 
四十八瀬川橋他1橋床版取替工事（山口県）

（仮称）医療法人博仁会　
福岡リハビリテーション病院増築工事（福岡県）



決算情報

▍業績ハイライト （単位：億円）

▍事業別の概況 （単位：億円） �

■ 主な受注工事（下期）■ 1株当たり年間配当金の推移（単位：円）

※億円以下切捨てで表示しています。

※連結損益計算書上の「親会社株主に帰属する当期純利益」

財務情報の詳細データは
右記を読み込みの上、ご参照ください

土
木

新名神高速道路　
信楽川橋 （PC上部工）
工事 （その2）

PRC5径間連続波形鋼板ウェブラーメン箱桁橋
 上り：橋長608.6m、幅員14.65m
 下り：橋長664.6m、幅員14.65m

北海道新幹線、
都橋りょう （PCけた）

PC下路桁 （固定支保工、桁長40m1連、桁長60m1連） 
PC箱桁 （固定支保工、桁長50m2連）

沖縄自動車道 （特定更新等）
宜野座橋床版取替工事 床版取替　約25,000㎡

建
築

株式会社美土里耕産　
畜産施設新築工事（1期）（2期）

畜産施設、W造、S造他、平屋建て、計38施設、
延床面積60,000㎡

荏原賃貸住宅新築工事 共同住宅、RC造、地上19階建、
延床面積7,000㎡

株式会社湖池屋　
中部工場建設工事

工場 （食品工場）、S造、地上2階建、
延床面積10,000㎡
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株主メモ

表紙の説明

株式に関するお手続きについて

　本工事は、政田第三〜第五高架橋の3橋を架橋するも
ので、橋長627m、第三・四高架橋はPC6径間連結コン
ポ橋、第五高架橋はPC3径間連続箱桁橋の施工です。
　東海環状自動車道は5本の高速自動車国道を結ぶ延長
153kmの高規格幹線道路で、渋滞の緩和・地域経済の
活性・災害に強い道路機能の強化が期待されています。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日 定時株主総会の議決権� 3月31日

期末配当金� 3月31日
中間配当金� 9月30日

単元株式数 100株
公告の方法 電子公告により、当社ウェブサイトに掲載い

たします。ただし、事故、その他のやむを得
ない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

事務取扱場所 東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（通話料無料）

（郵送物送付先） 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所

見やすく読みまちが
えにくいユニバーサ
ルデザインフォント
を採用しています。

この印刷物は、有機溶剤等を使用しない環境にやさしい「水なし�
印刷」で印刷し、「ベジタブルインキ」を使用しております。また、
針金を使わずに製本しております。

https://koekiku.jp

株主アンケートにご回答いただいた方の中から

抽選で 500円分のギフト券を
プレゼント！

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

アクセスキー

株主の皆さまの
声をお聞かせください

会社情報

ホームページのご案内

コーポレートデータ（2025年3月31日現在）
商　　　号	 ‌�ピーエス・コンストラクション株式会社	

PS Construction Co.,Ltd.
本社所在地	 東京都港区東新橋一丁目9番1号
設　　　立	 1952年3月1日
資　本　金	 4,218,500,000円
代　表　者	 代表取締役　森 拓也
従 業 員 数	 単体：1,155名	
	 連結：1,615名

財務・業績情報、IR資料、プレスリリース等、IRに関する
情報をタイムリーに掲載しています。
ぜひご活用ください。
https://www.psc.co.jp/about/ir/

ピーエスコンストラクションIR 検索

1.	住所変更、単元未満株式の買取請求等のお申し出先について
口座を開設されている口座機関（証券会社等）にお申し出ください。

2.	特別口座の株主様
特別口座で管理されている株式に関するお手続きについては、特
別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社にお申し
出ください。

3.	未払配当金のお支払いについて
株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行株式会社にお申し出くだ
さい。




